


2．エアレーション強度の検討

エアレーションの気泡 180個／min.のフラスコでは感

染箇所数は平均 37±12.8カ所/枚、5枚のディスクの１感

染箇所あたりの平均死細胞数は 41.8±37.8 cellsであっ

た。エアレーションの気泡 210個／min.および 240個／

min.試験区では 48時間後では感染が認められなかった。

このことから、エアレーションの気泡の数の違いによる

感染への影響が非常に大きいことがわかった（図２）。

このことは、枝付フラスコの形状の違いによる気泡の大

きさや海水の動きの違いも感染に影響する可能性が示唆

された。また、エアレーションの気泡 180個／min.の１

感染箇所あたりの平均死細胞数に大きなばらつきがある

原因はエアレーションによる海水の動きが遊走子の葉体

へのとりつき時間や遊走子の活力低下が影響している可

能性が考えられた。

図２. エアレーション強度による感染への影響

3．感染用遊走子添加量の検討

感染箇所数は遊走子 100個投入試験区では 0.34±0.16

カ所/disk、1,000個投入試験区では 5.2±1.2カ所/disk、1

0,000個投入試験区では 49.0±10.8カ所/ diskであった。

１感染箇所あたりの感染細胞数は 100個投入試験区では

48.6±35.7cells、1,000個投入試験区では 63.8±36.0 cells、

10,000個投入試験区では 51.8±32.1 cellsであった。

今回の試験より、1/2SWM-Ⅲ添加海水 10 mlを満たし

た直径 6 cmのシャーレにディスクを 5枚、遊走子を 10,

000個投入し、48時間後に計測する条件が適当であると

考えられた。

4．アマノリ類品種間の赤ぐされ耐病性試験

1枚あたりの平均感染箇所数はU-51で 44.4±15.2カ所
/disk、あさぐもは 32.2±14.7カ所/ disk、スサビ緑芽は 6

0.2±11.0カ所/ disk、オオバグリーンは 51.2±10.7カ所/

diskであった。U-51の感染箇所数を１としたとき、あさ

ぐもは 0.73、スサビ緑芽は 1.36、オオバグリーンは 1.15

であった。１感染箇所あたりの平均感染細胞数は U-51

で 43.9±28.3cells、あさぐもは 20.1±12.5 cells、スサビ

緑芽は 38.4±26.1 cells、オオバグリーンは 99.9±64.0 c

ellsであった。U-51の１感染箇所あたりの平均感染細胞

数を１としたとき、あさぐもは 0.46、スサビ緑芽は 0.87、

オオバグリーンは 2.28であった。１枚あたりの平均感染

細胞数は U-51で 1949.8±586.3cells、あさぐもは 646.8±

273.7 cells、スサビ緑芽は 2312.0±547.3 cells、オオバグ

リーンは 5116.2±683.5 cellsであった(図３)。U-51の１

枚あたりの平均感染細胞数を１としたとき、あさぐもは

0.33、スサビ緑芽は 1.19、オオバグリーンは 2.62であっ

た。この数値は品種間で十分差があること。赤ぐされ病

の病状の程度は葉体単位面積あたりの感染細胞数による

ことから、品種間の耐病性評価の数値化には基準品種で

ある U-51の１枚あたりの平均感染細胞数と評価品種１

枚あたりの平均感染細胞数の比較したものを使用するこ

ととした。式で表すと、「評価品種の赤ぐされ耐性値＝

評価品種１枚あたりの平均感染細胞数／U-51の１枚あ

たりの平均感染細胞数」となり、本年度の暫定的な評価

法と計算法から算出した赤ぐされ病耐性値は強い順にあ

さぐも（0.33）、U-51（１.00）、スサビ緑芽（1.19）、

オオバグリーン（2.62）となった。

図３. Disk１枚あたりの品種別感染細胞数
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